
 

1/29 新居浜市の出前講座「もしものときを考えよう」を地域包括支援センターの保健師さんを講師に、25人が参加

して行なわれ「 。みなさんは、人生会議ってご存知ですか？ 

「もしも」はゆっくりかもしれないし、急にかもしれない。意識がなくなったり、認知症になったら自分の考えや気持ちが伝え

られなくなる。「もしも」はいつ訪れるかわからない。死が迫ったときに受けたい医療や療養について家族や友人、医療介護

関係者と事前に話し合う。その時に備えて、人生の最終段階の医療ケアをどうするか考えておき、今の希望や思いを伝え

ることが「 」なのです。迷ってもいい。決められないことがあってもいい。変わってもいいのです。人生会議のやり方は 

①どのような医療や介護をうけたいか。どこで医療や介護を受けるかなど、まず考えてみる 

②信頼できる人（自分の考えや気持ちが伝えられなくなった時に、自分の代わりに伝えてくれる人）と話し合う 

③書き留める（エンディングノートは鉛筆で書きます。後から書き換えれるように） 

  


